
本 時 案 （第一次 ３／６）
１ 主 眼

被加数が６の場合の繰り上がりのあるたし算で、ブロックや図などを使って計算の仕
方を考え、 の補数の関係を用いて計算するよさに気づく。10

２ 準 備
ぬいぐるみ、手紙、算数セット（ブロック、おはじき、計算ボード、ペンなど）

３ 学習の展開

学習活動 学習形態 予想される児童の反応 教 師 の は た ら き か け過程 （ ）

１かず君からの手紙 ・かずくん、だいじょ ○答えが 以下の計算は、既10
つ を読んで、学習課 うぶかな？ 習内容であることに気づか

題をつかむ （全） ・よし、がんばるぞ。 せ、加数は５以上を選ぶよ。
か おかげで、たし算が うにさせる。

わかってきたよ。今
む 日は、６＋□を教え

てほしいな。

６＋□の計算の仕方を考えて友達に知らせよう。

２加数を選択する。 ・どの数を選ぼうかな ○一人一人に責任感と主体性。
み 全・個 ・６＋１～６＋４は、 をもたせるために、加数を（ ）
と もう勉強したんだな 選択して別々の問題を解決。
お ・ブロックを使おう。 する形をとる。
す ・○を書いて説明しよ ○友達に説明することも考え

う。 て、操作活動も選ばせる。
３計算の仕方を考え ・６の補数４を加えて ○操作活動の時間を十分に確、
る 個 を作る方法で計算 保し、方法がよくわかるよ。 （ ） 10

と する。 うに絵や図や言葉を使って
・５と５で を作る方 表現しながら操作させる。10
法で計算する。

評 のまとまりを作るく ・数えてたす方法で計 10
方法を考え、具体物を操算する。
作できる。・加数に被加数を加え、
（操作活動、発言）10 を作る方法で計算

する。 支 のまとまりを作る10
よさが感じ取れるような
話し合いになるように、
一人一人の考え方を把握
する。

み ４計算の仕方につい ・こんなやり方もある ○友達の説明に対して気づい
て話し合う。 んだな。 たことや付け加えたいこと

が （全） ・私のやり方に似てい を発表させ、話し合いを深
るな。 めたい。

き ・このことを質問して ○いろいろな方法を比較して
みよう。 のまとまりを作るよさに10

あ ・ を作るといいんだ 気づくように視点を与えな10
な。 がら話し合いを進める。

う ５かず君への手紙を ・ のかたまりを作る ○どんな計算の方法がわかり10
書く。 （個） といいよ。 やすかったか考え、言葉や

・かず君 がんばって 絵や図を使って、かず君に、 。
教えてあげようと投げかけ
る。

評 のまとまりを作っま 10
て計算するよさを感じ、と
自分なりの方法で計算方め
法を手紙に書いている。る

（手紙の表現）・
ひ 支 話し合いによって、ど
ろ のように児童の考えが変
げ わったか把握し、数えて
る たす方法から抜け出せな

い児童には、次時の学習
で個別指導を計画する。


